
CFOの北村です。

それでは、2022年3月期第3四半期の決算について、当社ホームページに掲載しております「決算
説明資料」に沿って、ご説明いたします。2ページをご覧ください。
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まず、第3四半期までの9か月間の累計です。
収益は1兆231億円、前年同期比17%の減収、税前利益は1,771億円、55%の減益となりました。
セグメント別の内訳は右下の通りですが、まず、3セグメント合計の税前利益は1,718億円、前年同
期比で51%の減益となりました。主な要因は、営業部門で株式取引や投信買付に伴うブローカレッ
ジ収入が減少したこと、ホールセール部門、特にフィクスト・インカムで、金利や為替といったマクロ
関連プロダクトが、前年の極めて活況なマーケット環境から正常化し、減収となったことです。また、
昨年3月に発生した、米国顧客取引について、第1四半期に追加損失を計上したことも影響してい
ます。
セグメントその他の税前利益は9億円、前年同期と比較すると、一時要因からの利益貢献が減少し
ています。
その結果、当期純利益は1,120億円、前年同期比64%の減益、EPSは35.33円、ROEは5.4%となりま
した。

いま申し上げたように、3セグメントの利益はマーケットが活況だった前年同期からはスローダウン
していますが、2019年3月期、2020年3月期の同時期と比較すると、今期の方が強い数字となって
います。当社が中長期で取組んでいる戦略は、着実に前進し、収益の安定化と多様化が進んでい
ますので、少しハイライトさせて頂きます。

大きく2点ありまして、まず1点目は、「広義アセットマネジメント・ビジネスの拡大」です。
営業部門ではお客様一人ひとりの将来の目標に向けて資産管理を行う、ゴールベース・アプロー
チを軸に、資産コンサルティング業への転換を進めています。こうした取組みもあって、昨年4月以
降、投信や投資一任純増のペースが加速し、安定収益であるストック収入の拡大に繋がっていま
す。インベストメント・マネジメント部門でも、継続的に資金が流入し、運用資産残高は過去最高を
更新、結果としてアセットマネジメント・フィーが拡大しました。今期は、投資先企業が新規上場し、
投資損益も大幅に増加しています。
2点目は、ホールセール部門ですが、「資本負荷が低いビジネス、例えばアドバイザリーやオリジ
ネーション・ビジネスが拡大したこと」です。インベストメント・バンキングでは、米州中心にグローバ
ルM&Aビジネスが好調で、ECMビジネスも増収となりました。

続いて、第3四半期の業績です。3ページをご覧ください。
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右上は全社の数字ですが、税前利益は801億円、当期純利益は603億円と、前四半期から大幅に
改善しました。

特に今期は、すべてのビジネス・セグメントが、前期比で増収増益となりました。3セグメント合計の
税前利益は792億円、前期比39%の増益。右下のグラフをご覧いただくと、マーケットが活況だった
2021年3月期の利益水準より弱く見えると思いますが、その前の3年間、つまりコロナ前と比較する
と、こちらも、この第3四半期の方が強い数字となっています。

ページの下にありますように、年換算したROEは8.7%、EPSは19円7銭、CET1比率は18%となりました。

それでは、各ビジネスの状況について、6ページ以降でご説明します。
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まず営業部門です。
収益は874億円、前期比3%の増収、税前利益は180億円、前期比6%の増益となりました。

冒頭申し上げました通り、昨年4月以降、投資一任や投信の純増ペースが加速し、ストック収入は
前期比で増加しています。また、総募集買付は前期比で9%増加、特に、投信買付や債券販売が増
加しました。

なお、右上のコメント欄にある現金本券差引は、今期、6,135億円のマイナスとなっていますが、こ
れは法人顧客による大口の株券出庫が影響しています。
今回、個人領域のみを切り出した現金本券差引を参考表示していますが、今期は4,754億円のプラ
スと、しっかりと流入基調が続いています。

7ページは、KPIの進捗状況です。
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まず右上の投信純増ですが、今期は1,144億円、投資一任純増も1,294億円と、前期を上回って進
捗しています。こうした積み重ねもあって、12月末のストック資産は20.3兆円、ストック資産から発生
するストック収入は281億円と、過去最高を更新しています。部門収益に占めるストック収入比率は
32%、ストック収入費用カバー率は41%と、いずれも前年同期から10%ポイント上昇し、収益構造の
安定化に寄与していると言えます。

右下の買付顧客数は89.5万口座と前年を上回る水準です。各領域で開拓件数が増加し、コンタクト

センターでは、未稼働口座へのアプローチを戦略的に行うなど、顧客層拡大に向けた取組みがうま
く機能しています。

8ページをご覧ください。インベストメント・マネジメント部門です。
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収益は401億円、前期比17%の増収、税前利益は204億円、前期比35%の増益となりました。
まず事業収益は315億円と、前期比8%の増収。今期も投信、投資顧問ビジネスの両方で資金流入
が継続し、運用資産残高は68.5兆円と、過去最高を更新、運用報酬が増加しました。
投資損益は86億円、前期比70%の増収。アメリカン・センチュリー・インベストメンツ関連損益は66
億円と、前期から増加し、野村キャピタルパートナーズの投資銘柄でも評価益を認識しています。

9ページをご覧ください。
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まず、左側の資金流出入は、投資信託ビジネスで2,500億円の流入。左下がその内訳ですが、濃

い赤の部分、いわゆるコア投信では、銀行等チャネルや確定拠出年金専用投信に資金が流入して
います。

右上は、銀行等チャネルのうち、2016年に地域金融機関向けにファンドラップ・サービスを提供する
運用会社として設立した「ウエルス・スクエア」の動向です。提携先は14機関に拡大し、幅広い個人
投資家にファンドラップ・サービスをお届けすることができています。12月末の運用資産残高は
1,425億円と、この1年間で2.5倍に拡大しました。

IM部門のプライベート領域の一つであるオルタナティブ運用は、7,690億円まで残高が積み上がり

ました。アセットクラスとしては、プライベート・エクイティやインフラ、不動産などで、投資対象地域は
北米が多くなっています。

次にホールセール部門です。10ページをご覧ください。
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収益は2,027億円、前期比17%の増収。グローバル・マーケッツは四半期後半にかけて収益環境が

改善し、フィクスト・インカム、エクイティともに前期比で増収となりました。インベストメント・バンキン
グでは、米州を中心にグローバルM&Aビジネスの好調が続いていて、比較可能な2017年3月期以
降で、最高の四半期収益を達成しました。

フィクスト・インカムでは、アジアを中心にクレジットが好調で、為替／エマージングや証券化商品も
増収となっています。エクイティは、米州を中心にデリバティブが好調で、キャッシュも堅調でした。

左下の地域別収益ですが、海外3地域が前期から収益を伸ばしました。米州は金利プロダクトの減
速を、エクイティ・デリバティブやM&Aアドバイザリーなどが吸収し、前期比で24%の増収となってい

ます。アジアも、クレジットや為替／エマージング中心にフィクスト・インカムが増収となった他、イン
ベストメント・バンキングもECM収益が増加しました。欧州では、金利プロダクト中心に、フィクスト・イ
ンカムが回復しています。

左上にありますように、費用は1,619億円、収益の増加を受けて10%増えていますが、経費率は
80%と、コスト・コントロールは徹底しています。この結果、ホールセール部門の税前利益は408億
円と、前期比で64%の増益となりました。

では、ビジネスラインごとに、説明します。11ページをご覧ください。
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まず、グローバル・マーケッツの収益は1,638億円、前期比19%の増収です。

フィクスト・インカムは880億円、前期比で24%の増収。

右側のヒートマップにありますように、米州は金利プロダクトが苦戦し、右斜め下の矢印となってい
ますが、それ以外の地域はすべて上向きの矢印となりました。欧州は金利プロダクトが増収、アジ
アではクレジットが大幅増収となったほか、為替／エマージングも回復しました。日本は、クレジット
が堅調、金利や為替／エマージングも増収です。

エクイティは、758億円、前期比で14%の増収です。

右側にありますように、キャッシュ、デリバティブともに好調だった米州が、エクイティ全体の増収に
大きく寄与しています。一方で、アジアはデリバティブが減速し、下向きの矢印、日本もキャッシュが
減収となりました。

続いてインベストメント・バンキングです。12ページをご覧ください。



12

収益は389億円、前期比10%の増収。
特に、M&Aビジネスは5四半期連続で100億円を優に超える収益で、特に米州ではノムラ・グリーン

テックによるサステナビリティ関連の案件や、その他幅広いセクターで多数の案件をサポートし、過
去最高のM&A収益を達成しました。

地域別に見ますと、日本はECMビジネスが好調だった前期比で減収とはなりましたが、右側にあり
ますように、複数のグローバル案件をサポートしました。海外は特に米州が好調で、前期比8割の
増収となりました。アジアもECM案件が貢献し、前期比で増収となっています。

次にコストについてご説明します。13ページをご覧ください。
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全社コストは2,709億円と、前期から10%減少しました。
主な要因は、一番下の「その他費用」で、前期は、世界金融危機以前に行った取引について約390
億円の引当を行いましたが、今期はこの影響がなくなっています。
人件費は1,390億円と8%の増加、業績に応じて賞与引当金を積み増しています。

続いて、財務基盤です。14ページをご覧ください。
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左下にありますように、12月末のTier 1比率は20.5%、普通株式等Tier 1比率は18.0%と、9月末から
上昇しました。分子であるTier 1資本は、利益が積み上がり、約650億円の増加、一方で分母のリス
ク・アセットは、クレジット・リスクの増加を、マーケット・リスクの減少が一部相殺し、800億円ほどの
増加に留まっています。

以上、第3四半期決算についてご説明申し上げました。

最後になりますが、今期は、4四半期ぶりに一過性要因がなくなり、各ビジネスにおける持続的成
長に向けた取組みを、成果としてお示しすることができました。

冒頭申し上げた「広義アセットマネジメント・ビジネス」や、「資本負荷の低いオリジネーション・ビジ
ネス」の拡大に加えて、ホールセール部門では「市場変動の影響を受けにくいソリューションやスト
ラクチャード・ビジネス」からの収益も継続的に伸びています。この第3四半期も、いま申し上げた3
つのビジネスで、3セグメント収益の47%を占め、安定収益基盤を戦略的に拡大する、という取り組
みは着実に前進しています。

1月足元は、株式市場の大幅な下落を受けてお客様のマインドが低下し、営業部門では投信買付
を中心にスローな出だしとなっていますが、マーケットが大きく下げる局面では株式に押し目買いが
入るなど、動きも出てきています。投信や投資一任純増は1月も続いていて、こういう不透明な環境
だからこそ、お客様へのフォローと中長期目線でのコンサルティングをしっかりと推進していきま
す。

ホールセール部門では、第3四半期に低調だった金利プロダクトが回復し、エクイティ・デリバティブ
も引き続き堅調で、前四半期の収益モメンタムが継続しています。2022年は、米国での利上げや金
融引き締め、秋には中間選挙が予定されており、さまざまなマクロイベントに絡むトレーディング需
要が期待されます。投資銀行業務でも、中長期的な課題であるサステナビリティ関連のニーズは、
今後も継続するでしょう。ボラティリティの高い市場環境が見込まれますが、リスク管理の高度化を
しっかりと推進しながら、持続的な成長を目指してまいります。

引き続き、どうぞ宜しくお願いいたします。
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